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第30回記念年次大会のお知らせと研究発表の募集

2014年度の年次大会は、東京国際大学で開催されることになりました。大会の実施

要項・研究発表応募要項が下記のとおり決定しましたのでお知らせいたします。

大会は、例年通り、1日目が公開講演会・シンポジウムと総会、2日目が研究発表に

なります。今回の大会は第30回記念年次大会となりますので、会員の皆様には、年次

大会の成功のため積極的にご参加くださるようお願いします。

1. 開催日時: 2014年 5月 10日(土)、11日（日）

場所：東京国際大学第1キャンパス6号館 (埼玉県川越市的場北１－１３－１)

（東武東上線霞ヶ関駅下車徒歩5分）

2. 第30回年次大会東京国際大学実行委員会

委員長：宮治美江子

事務局長：塩尻和子

委員：武石礼司、田村愛理、泉淳、植村清加、南里浩子、田浪亜央江（以上、東京国

際大学）、岩崎真紀（筑波大学）、小野仁美（学習院大学）、菊地達也（東京大学）、鷹

木恵子（桜美林大学）、高尾賢一郎（中東協力センター）、辻上奈美江（東京大学）、吉

田京子（神田外語大学）、栗田禎子（学会長）、山口昭彦（学会事務局長）

委員会事務局本部:東京国際大学国際交流研究所

3. 研究発表の応募要項は以下のとおりです。研究発表は、研究発表は、中東学会会員

に限ります。発表をお考えの方は、下記をお読みの上、ご応募ください。

①研究発表 研究発表を希望される方は、12 月 13 日(金)までの間に年次大会実行委

員会まで iiet@tiu.ac.jpおよび s-kazuko@tiu.ac.jpの両方のアドレスに、必ず、件名を「中

東学会発表」と記載して、ご応募ください。メール発信が不可能な方は文末の連絡先

まで、郵便にて上記の日付必着にてご応募ください (FAX ではお受けできません)。

なお、お申し込み後、すみやかに受領のお返事のメールを差し上げる予定ですが、

１週間経過しても受領確認の連絡が届かない場合は、上記のメールアドレスまでお問

い合わせ下さい。これに対しても回答がない場合は、お手数ですがハガキもしくは電

話等で必ずお問い合わせ下さい。

応募の際、下記の点をお知らせください。

・氏名（ローマ字表記を併記）、所属（大学院生の場合はその旨を表記）、連絡先、メ

ールアドレス

・発表タイトル（仮題も可）と発表のおおよその骨子（発表言語が日本語の場合は400

字程度、日本語以外の場合は 200 words 程度で、内容とテーマが分かるもの。正式の
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「要旨」は、実行委員会での採否の決定後、改めて発表予定者に執筆をお願いするこ

とになります。）

・ 使用希望機器(プロジェクター等の台数に限りがありますが、可能な限りご希望に

応えるようにします。また、パソコンは可能な限り発表者ご自身でご用意ください。)

②外国語による企画セッション

今大会では、第30回記念年次大会として、第1回日本中東学会年次大会が開かれま

した1985年以来の中東研究の展開や変化について振り返るとともに、今後の中東情勢

や日本における中東研究のあり方等を展望することができるような企画を期待してい

ます。企画セッションは、国際化推進の観点から日本語以外の言語によるセッション

のみ募集します。第30回記念大会に沿ったテーマについて、外国語でのセッション企

画をご希望の方は、以下の要領でご応募ください。

・締め切りは、研究発表と同じく 12 月 13日（金）。

・持ち時間は、発表・コメント・質疑応答を含めて1時間30 分。

・発表者は 3 名程度。コメンテーター（討論者）をつけるかどうかは自由ですが、司

会者は必ず 1 名必要です。

・発表者と司会者は日本中東学会会員またはアジア中東学会連盟構成学会会員である

こととしますが、コメンテーターはこの限りではありません。

・企画責任者は、以下の点を年次大会実行委員会事務局まで、メールでお知らせくだ

さい。

１）企画セッションのタイトル、 ２）企画の趣旨（400 words 程度）、３）企画責任

者の氏名（ローマ字表記を併記）、 所属、連絡先メールアドレス、４）発表者の一覧

（氏名[ローマ字表記を併記]、所属）、５）各発表者の発表タイトル（仮題も可）とそ

の骨子（200 words 程度）、６）使用希望機器

司会者とコメンテーターは応募の時点で確定していなくてもかまいません。なお、

調整の都合上、企画の内容について、事務局から適宜問い合わせ・ご相談をさせてい

ただくことがあります。

4. 託児所の利用を希望される方は、大会実行委員会事務局までお申し出ください。

5. 宿泊について

大学の近くの川越駅周辺には「川越プリンスホテル」「川越東武ホテル」「川越第一

ホテル」など、いくつかのホテルがあります。

http://rurubu.travel/A04/11/1105/110501/list/?utm_medium=cpc&utm_source=yahoo&utm_ca

mpaign=rurubu_htl

また池袋駅周辺（大学から急行電車で35分+徒歩5分）には、多くのホテルがあり
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ますので、早めにご予約ください。

繰り返しになりますが、お申し込み後、すみやかに受領のお返事のメールを差し上

げる予定ですが、１週間経過しても受領確認の連絡が届かない場合は、確認のために、

上記の二つのメールアドレス（iiet@tiu.ac.jpおよび s-kazuko@tiu.ac.jp）までお問い合わ

せ下さい。これに対しても回答がない場合は、お手数ですがハガキもしくは電話等で

必ずお問い合わせ下さい。

以上、どうぞよろしくお願い申し上げます。

連絡先

日本中東学会第 30回年次大会実行委員会事務局

〒350-1197 埼玉県川越市的場北1-13-1

東京国際大学第1キャンパス、国際交流研究所；iiet@tiu.ac.jp

塩尻和子研究室；s-kazuko@tiu.ac.jp

＊緊急のご連絡の際のみ、以下の電話をお使いください。

東京国際大学国際交流課：049-277-5951（担当；宮川純子）

（塩尻和子）

参詣と巡礼―第 19回公開講演会報告

2013年10月27日（日）、松山市の愛媛大学南加記念ホールにおいて、愛媛大学「四

国遍路と世界の巡礼」研究会との共催による日本中東学会第19回公開講演会「参詣と

巡礼―日本と中東イスラーム世界」が開催されました。当日は大相撲の松山巡業と重

なってしまい、どれだけの方にお越しいただけるか、少なからず不安だったのですが、

講演会前々日に小松久男会員（前企画担当理事）が『愛媛新聞』の文化欄に寄稿され

た、講演会の見どころ紹介が功を奏してか、午前10時の開会時にはすでに100名を超

える聴衆が会場を埋め、一時は150名前後が講演に聞き入るという盛況ぶりでした。
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【「遍路日記」に見る四国、その内と外と】

最初に愛媛大学の胡光准教授から、標題の講演が行われました。四国遍路は遍路す

る人びと、それを支える地域、さらに寺院や神社などの霊場という3つの要素で構成

されていますが、このうち「お遍路さん」の研究がいちばん進んでいるのだそうです。

もっとも、先行研究の多くは、畿内からの視点で書かれた案内記や道中記の分析に留

まっているため、多様な遍路の全体像を描き出しているとは言えません。そうしたな

か、胡氏は福岡県立図書館に保管されている「佐治家文書」と香川県立ミュージアム

の保管する「新延家文書」にそれぞれ含まれている万延元年九州発、天保4年四国発

の道中記を分析することで、畿内以外からの視点を導入しつつ、四国遍路の特徴やそ

の変遷の模様を明らかにされました。

それぞれの道中記には、四国遍路の先々で受けた「摂待」や購入した土産物まで詳

細に記されており、それ自体たいへん興味深いものでしたが、特に「佐治家文書」の

道中記を遺した九州発のお遍路さん一行がすぐに四国に渡るのではなく、下関から萩、

山口、岩国、宮島と名所見物をした後で伊予三津浜に上陸して遍路を始めたあたりに、

信仰だけでは捉えきれない四国遍路の側面が現れているでしょう。胡准教授は、道中

記から垣間見えるこうした側面も踏まえて、四国遍路の変遷を、修行僧から在家信者

へ、修行の旅から信仰の旅、さらに観光の旅へ、神仏習合から大師一尊化へ、という

ふうにまとめられました。なお、今後の課題として、記録を残すことなく路半ばで倒

れたお遍路さんたちの分析が必要であることも指摘されました。
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【シーア派の聖地巡礼―イラク・イランの聖墓参詣を中心に】

続いて中東学会会員で、自らも断続的に四国遍路の旅を続けておられる北海道大学

の守川知子氏より、シーア派イラン人のイラク聖墓参詣に関する講演が行われました。

シーア派の信徒にとって歴代イマームの殉教地（聖墓）への参詣は「宗教的義務」で

あり、政治が安定して交通網が整った19世紀後半には、イランからイラクへの参詣者

がマシュハドへの参詣者に匹敵する年間5万人から10万人、メッカ巡礼の数十倍にも

及ぶ数に達します。守川氏は当時の旅行記や外交文書に基づいてその旅の実相に迫り、

イラン人巡礼者・参詣者の集団がイマーム廟への埋葬を望んでいた死者の遺体と隣り

合わせで、死と来世に思いを致しつつ、片道１ヶ月にも及ぶ行程を踏破し、聖地に着

くと作法に則って毎日2度か3度、聖墓に参詣しながら、観光や娯楽、また様々な商

品の売買にも手を染めて、聖地の土産物を持ち帰ったことなどを紹介されました。

「参詣も、商売も」という古い諺があるそうですが、シーア派の聖地巡礼もまた、

聖俗双方の面を合わせ持つ旅だったと言えるでしょう。とはいえ、聖地巡礼の旅は同

時に、街道上に位置するイマームゆかりの場所やイマームザーデには参詣する一方、

スンナ派やスーフィズム、ユダヤ教関連の墓所・聖地には参詣しないことにより、ま

た宗派の相違ゆえに生じる道中でのトラブルを経験することで、「シーア派」としての

アイデンティティと一体感・連帯感を育む場・機会でもありました。さらにイラクに

とってこの旅は、貴重な収入源であったと同時に、シーア派やイラン人の影響力が増

大する要因ともなったのです。

【越中からの四国遍路―「道中小遣留帳」を素材に】

昼食休憩の後は、滑川市立博物館主任（学芸員）の近藤浩二氏が東国民衆の四国遍

路に関する講演を行われました。四国遍路は四国・山陽道・近畿を出自とする西国民

衆を中心に営まれ、東国民衆は経済的に比較的恵まれた者しか行い得なかったとされ

ていますが、近藤氏は加賀藩の豪農・浮田家のご隠居が天保14年に記した道中日記「道

中小遣留帳」（富山市郷土博物館蔵「浮田家文書」の一部）から、天保期における東国

民衆の四国遍路の一事例を復元され、その特徴を明らかにされました。

妻女を伴った浮田家隠居の旅は、四国88箇所のみならず西国33箇所の巡拝と伊勢参
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りを含み、帰路には善光寺にまで足を延ばすという178日間に及ぶ長旅でしたが、丸

亀からの四国遍路（60泊）では主として木賃宿に泊まり、善根宿や食べ物などの「接

待」を受けながら、札所に札を納め、納経帳に朱印を得て歩く旅だったようです。路

銀としては、天保二朱金を持ち歩き、宿泊先や札所で銭と両替していたことも明らか

になりました。

浮田家隠居の旅は全体を通して娯楽の側面（俗性）が薄く、特に遍路の間は城下見

物もせず、道後温泉すら訪れないほどで、娯楽と言えば、遍路の前後に大阪道頓堀で

芝居見物して、宇治茶や真田紐を土産に買った程度。近藤氏は、信仰（聖性）に基づ

くこうした旅が東国民衆による四国・西国巡拝の典型例ではなかったかとし、物見遊

山と捉えられがちな近世期の旅に四国遍路が入ることで、遍路以外の道中においても

聖性が俗性を上回る効果が生じた可能性を指摘されました。

【モロッコの聖者信仰と参詣－文化人類学の視点から】

個別講演の最後は、中東学会会員で神戸大学の齋藤剛氏が登壇し、文化人類学の視

点からモロッコの聖者廟参詣などについて講演されました。モロッコには聖者と目さ

れる人びとを埋葬した廟が各地にあり、そこへの参詣が広く見られます。齋藤氏はま

ずモロッコとスーフィズム、また聖者信仰の概要をわかりやすく説明され、そのうえ

で現地の貴重な映像も交えつつ、部族や教団などによる集団参詣や、病気治療、子授

け、良縁などを求めて祈願に訪れる人びとの様子を紹介されました。

もちろん参詣者の目的は祈願だけではなく、聖者との紐帯の確認と更新、あるいは

観光・レクリエーション（実際、聖者廟は近隣の住民や観光客が訪れるスポットにも

なっています）など多岐に渡りますが、そうした様々な動機を抱えた人びとが大挙し

て一斉に集まる機会のひとつが聖者祭（ムーセム）です。ムーセムの様子は、祭の中

核となるスーフィー教団の性格によって異なりますが、人びとは聖者に祈願し、祝福

を授けられ、ときに奇蹟の顕現を目の当たりにしつつ、精霊（ジン）に取りつかれた

者は除霊を受け、パレードやファンタジア（馬上の鉄砲撃ち）を行楽気分で楽しんで

過ごします。齋藤氏はこのように多様性に満ちた廟への参詣の様子を紹介することで、

人びとの生活のなかに根付いているイスラームの特徴を提示されました。
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【討論・質疑応答】

胡、守川、近藤、齋藤の各氏が壇上に並んだパネルディスカッションでは、あらか

じめ配布されていた質問用紙を使って講演後に質問やコメントを寄せられた愛媛大学

「四国遍路と世界の巡礼」研究会のメンバーや日本中東学会会員、さらに愛媛県民の

方々も加わって、日本と中東における巡礼・参詣の共通点と相違点をめぐる熱い議論

が交わされました。具体的な共通点としては、たとえば巡礼・参詣における宗教性と

物見遊山的な性格の併存、巡礼・参詣先となる地域の「町起こし」としての巡礼の役

割、また実際に歩く日数の類似性などが話題となる一方、相違点としては、農閑期に

行われる四国遍路と長期滞在型であるシーア派イラン人のイラク巡礼の違いなども指

摘されました。また、特に中東における巡礼と参詣の現況について、聖墓参詣に反対

するムスリムの有無や、四国遍路と同じく今日では団体バスで巡礼するムスリムも多

いのだろうか、といった質問が寄せられました。

中東学会は、時事のニュースではほとんど伝えられない中東の人びとの日々の暮ら

しに目を向けることで、中東地域とその文化に関する松山市民・愛媛県民の理解を深

めたいと考えて、この講演会を開催しましたが、その目的は十分達成されたのではな

いかと思われます。本講演会でご講演いただいた講師の方々はもとより、準備にご協

力いただいた方々、とりわけ講演会の共催をご快諾いただき、多大なご支援を賜りま

した愛媛大学「四国遍路と世界の巡礼」研究会の皆さまに心より御礼申し上げます。

（飯塚正人）

イスラーム地域研究（IAS）ラホール会議に参加して

2013年11月2日から4日まで、パキスタンの古都ラホールで開催された会議「New

Horizons in IslamicArea Studies: Encounters, Reflections and Collaborations」に参加した。こ

れは、人間文化研究機構（NIHU）プログラム・イスラーム地域研究が主催する、四

度目の大規模な国際会議である。今回会場となったのは、ラホール東南部に位置する

ラホール経営大学（Lahore University of Management Sciences、以下LUMSと略記）で

あった。1985 年創立の大学講内はよく整備されており（また警備も厳重であった）、

緑も多く、野鳥が降りたち、リスが駆け回るような、心地のよい空間であった。
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会議はレンガ造りの趣ある建物で開催された。日本からの参加者は60名ほど。パキ

スタンその他からの研究者や学生も多数参加し、会議は全体として大いに盛り上がっ

た。会議には、六つの総会と二つの分科会、ポスターセッションが含まれていた。以

下は、それぞれの会のタイトルである（邦題は筆者による試訳）。なお、個別発表の内

容を含む詳細な報告については、NIHU プログラム・イスラーム地域研究のウェブサ

イトに近々掲載されるとのことである。

総会1: 周縁化された人々とムスリム（The Marginalized and the Muslim）

総会2: スーフィズムとタリーカ：伝統、遺産、変化（Sufism and Tariqas: Tradition, Heritage

and Change）

総会 3: 合法化されたイスラーム政党―国内的・グローバル的文脈から（Legalized

Islamic Parties in a Domestic and Global Context）

総会 4: 分離の政治学―比較の視点から（Politics of Partitions from a Comparative

Perspective）

分科会1: イスラームにおける女性の主体性―過去から現在まで（Women’sAgencies in

Islam: From Past to Present）

分科会 2: ムスリム諸国における法制改革（Legal Reforms in Muslim Countries）

総会 5: イスラーム金融の新展開と今後の展望（New Developments and Prospects for

Islamic Finance）

総会6: グローバル化する世界におけるイスラーム研究、人文学、社会科学（The Study

of Islam, Humanities, and Social Sciences in a Globalizing World）

ポスターセッション

私自身は全総会に参加するとともに、分科会1で研究報告を行った。総会は、専門

的な内容の報告がやや多いように感じたが、会場の参加者からの質疑も活発に行われ、

常に全体討論の時間が足りないほどであった。分科会も充実したものとなり、報告終

了後にはLUMSの学生が感想やコメントを言いに来てくれるなど、小さな交流も多々

あったことが嬉しかった。ポスターセッションは日本から参加した約20名の若手研究

者らが行ったものであるが、会場中庭に設置されたポスターを、会議の参加者やLUMS

の学生らが興味深げに眺め、作成者の説明を受けたり、彼らに質問をしたりしていた。

その内容は、震災後の東北地方でのムスリム NGO の活動から、タイ村落部のイスラ

ーム運動や、イスラーム以前のペルシア史に関する史料をめぐる議論まで、多岐にわ

たっており、日本国内のイスラーム関連の研究の幅広さとさらなる広がりの可能性を

十二分に示唆するものであった。

会議初日の夜、LUMS側のご招待により、夕食会が開かれた。キャンパスの一角に

急遽設営された巨大なテントの中で、大量の肉の串焼きが饗され、伝統楽器による演

奏が披露された。宴もたけなわとなったところで、ラホールで人気のスーフィー系ド

ラマー（とでも呼ぶのだろうか）Gunga Sainが登場した。幼い頃に聴力を失い、言葉
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も不自由だという彼が、仲間と共に身体全体を使って叩き続けるドラムのリズムと音、

それに合わせて披露された輪を描きながらのスーフィーの踊りは、確かに心を打つも

のであった。当日の「スーフィズムとタリーカ」セッションでの報告とも相まって、

参加者は不可思議な時間と空間をたっぷり満喫することができたはずである。

日本からの参加者には、ラホール市内を見学する時間もあった。私のように「西ア

ジア」にばかり目を向けてきた者にとっては新鮮な発見が少なくなかった。インドと

パキスタンの国境で毎日行なわれるという国旗降納式の場に身を置いたことや、今ま

で入ったことのない「赤茶色のモスク」に足を踏み入れたこと、あるいは、様々な場

面で伝統衣装のシャルワール・カミーズを着こなす人々を目にしたことなど、（限ら

れた地域に関する知識によって形成された）自分自身のこれまでの視点を相対化する

貴重な機会となった。

会議の冒頭でLUMS側と日本側の代表がともに言及したのが、これが日本の研究者

とパキスタンや他の地域の研究者のあいだの対話の機会になればいいという言葉であ

ったが、今回の会議は、その役割を十分に果たしていたと思う。開催に尽力された関

係者の皆さんのご苦労は、想像をはるかに上回るものだったであろう。参加させてい

ただけたことを心から感謝しつつ、私もまた、こうした機会を増やすべく努力してい

きたいものだと思った。

（後藤絵美）

韓国中東学会（KAMES）国際シンポジウムの報告

韓国・ソウルの東國大学（Dongguk University）で2013年10月11日から12日まで
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開催された韓国中東学会（KAMES）の国際シンポジウムに参加した。Beyond the New

Paradigm in the Middle East: Political Affairs, Islamic Value and Multi Culture と題された同

シンポジウムには、日本中東学会会員から栗田禎子会長（千葉大学）を筆頭に、佐藤

紀子会員（釜慶大学校）、渡邊祥子会員（アジア経済研究所）、須永恵美子会員（日本

学術振興会特別研究員PD）、今井静会員（日本学術振興会特別研究員PD）、千葉悠志

会員（日本学術振興会特別研究員PD）、李知妍会員（大阪大学・博士課程）と報告者

（鈴木啓之[東京大学・博士課程]）が参加した。

昨年10月に韓国の釜山でおこなわれたアジア中東学会連合（AFMA）の国際シンポ

ジウムとおなじく、日本からの参加者の大部分が若手研究者であり、他の参加者にず

いぶん新鮮な印象を与えたようである。そのAFMA と比べると、今回のシンポジウム

では政策提言に主眼を置いた報告がすくなくなり、かわりに文学や歴史の分野での報

告がおおくあった印象であった。出席がかなった報告の内容を概観すれば、トルコの

口承伝統と小説、アルジェリアを事例としたイスラームと政治との関係性（渡邊会員）、

イスラエルの治安政策、ウズベク語の唱歌、イランを事例とした女性の政治参加、パ

キスタンの出版文化と宗教関連書籍（須永会員）、クウェートを事例とした初等教育と

女性の就業の関連性（李会員）など、研究対象地域も事象もさまざまであった。その

ほかにパネルが並行していたため参加がかなわなかったが、政争下のシリアにおける

集団的アイデンティティの変遷（佐藤会員）、ジャスミン革命前後のチュニジアのメデ

ィア（千葉会員）、シリアにおけるニュース・フレームの分析、イラク戦争後のヨルダ

ン・イラク関係の変遷（今井会員）などがあり、私自身も日本社会におけるパレスチ

ナ問題への関心の始まりと変容に関して報告を行った。

パネルは当初7つ開催される予定であったが、報告者の減少で最終的に5つほどに

まとめられた。興味深いタイトルのものが多くあったのでことさら残念である。しか

し、いずれにせよシンポジウム全体として報告内容は多様であり、これを担保したも

のは報告者個々人の関心のあり方にくわえ、さまざまな地域（日本、イラン、トルコ

など）から報告者を募り、それを各パネルにまとめ上げた韓国中東学会の組織的体力

によるところが大きいだろう。伺ったところ会員数200人ほどというが、初日のレセ

プションでは、韓国外務省の中東担当課長、在韓チュニジア大使、その他私企業の実

務者などが集い、産官学の連携が非常に密であることが印象深かった。会場正面のバ

ナーや配布されたペーパーの冊子を参照する限り、資金的援助も多数取り付けている

ようである。こと民間企業の実務者が初日のレセプションに多数出席していた点は、

日本の学会活動にはあまり見られないことだったので印象深く、またうらやましく感

じられた。

このような国際シンポジム、とくに同じ地域を研究する非ネイティブの外国人研究

者との交流で興味をそそられるものは、事実に関する知見よりも分析の視座や事象の

とらえ方にあらわれる地域性（「個性」といいかえても良いかもしれない）であること

が少なくない。むろん、自身がよって立つ地域を意識的に取り込んだ研究（政策提言

を主眼としたものや二国間の交流史など）もあるが、歴史や言語・文化研究などもこ
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の例外ではない、というのが率直な感想である。もちろん過度な偏向は退けられるべ

きとの前提に立ったうえでだが、この外国人研究者だからこそ持ち得たユニークな視

点を他のバックグランドを持つ研究者との意見交換をつうじて精緻化することで、新

たな展開がもたらされることも多いのだろう。そのような「出会いと化学変化」の場

として、今回の国際シンポジウムの意義はたいへんに大きかった。私自身も、今回の

参加を通じて、東アジア地域での日本の位置づけと中東地域という3軸で思索をめぐ

らせる機会を得た。この点では、中東地域への日本のかかわりを切り口に、日本と朝

鮮半島をはじめとする東アジア地域との歴史的関係と現在の課題にふれた栗田会長に

よるあいさつがことのほか印象深かったことを付記しておきたい。来年度はAFMA が

日本の京都で開催されるが、東アジア地域における中東地域研究の発展にとって、こ

のような会議が定期的に開催される意義は計り知れないだろう。

なお、今回の学会参加にあたっては韓国中東学会の金重寛（Kim Joong-Kwan）会長

を始めとして、コーディネーターを務めて頂いた成日光（Sung Il-Kwang）先生、なら

びに大阪大学大学院の李知妍さんに大変お世話になった。特に記して御礼申し上げた

い。

（鈴木啓之）

第4回中東研究世界大会(WOCMES-4)へのパネル派遣について

132号のニューズレターでお知らせしたとおり、2014年8月18－22日に中東工科大

学（トルコ共和国アンカラ）で開催される第4回中東研究世界大会（The Fourth World

Congress for Middle Eastern Studies: WOCMES-4）に、JAMESとして参加する予定で準

備を進めています。JAMESでは、2002年マインツ（ドイツ）、2006年アンマン（ヨル

ダン）、2010年バルセロナ（スペイン）の過去3回のWOCMESにおいても、学会と

してパネルを組んでおり、今回は回目の参加となります。

131号で、JAMESとしてのパネル組織について募集したところ、５件の応募があり、

慎重な審査の結果、4件を採択としました。それをもとに、下記のような内容のパネ
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ルを、JAMESとして準備しています。

JAMESパネル総合タイトル

Socio-Political Changes in the Middle East and the Muslim World: Re-examining the

Present Situation and Future Prospects from Japanese Perspective

（中東・イスラーム世界における社会・政治変動の現状と未来―日本から考える）

セッション名および応募者（順不同）

１．Contentious PoliticsApproaches to MENAConflicts and Institutional Change（松永泰行：

東京外国語大学）

２．Socio-Political Changes and Future Prospects in the Gulf: From the Perspectives of Class,

Ethnicity and Gender（辻上奈美江：東京大学）

３．Religious Beliefs and Practices of Muslim Migrants in East and SoutheastAsia（小島宏：早

稲田大学）

４．The Vicissitudes of Sufi Movement in the Society: Past and the Present（東長靖：京都大

学／赤堀雅幸：上智大学）

JAMESパネルの派遣にあたっては、国際交流基金の知的交流会議助成プログラムに

資金的援助を申請しており、4月には採否の通知がある予定です。

WOCMES-4への、パネル申込期限は12月15日に設定されています。JAMESパネ

ルとしての申込は締め切っておりますが、個人ベースでの積極的な参加をお勧めいた

します。パネル申込は次のURL http://www.wocmes2014.org/?p=panelp をお読みいただ

きますと、この頁の一番下から登録画面に入ることができます。また、個人参加申し

込みも、パネル申込期限と同様に12月15日が締切です。

http://www.wocmes2014.org/?p=individual

なお、WOCMES-4に関する重要な日程http://www.wocmes2014.org/?p=important_dates

に示されてありますので、関心のある方はご参照ください。

（江川ひかり）

第10回AFMA大会開催のお知らせ（2014年12月13-14日）

先般よりニューズレター、メーリングリストでお知らせしておりますが、2013-14

年、日本中東学会はアジア連合中東学会（AFMA）の幹事学会として、下記の通り

AFMA大会を開催します。

日時： 2014年12月13-14日（土、日）

場所： 京都大学 時計台記念館

大会テーマ：
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De/Re-constructing Middle East Studies from Asian Perspectives: Towards the 20th anniversary

of the AFMA

11月15日を報告応募の締め切りといたしましたが、おかげさまで多くの会員の応

募をいただきました。いただきました提案をもとに、現在実行委員会にてパネル企画

を開始しております。大会準備状況につきましては、以降順次AFMAホームページで

お知らせしていきます。

http://mideast.site90.com/afma/

なお、JAMES外のAFMA 会員、および海外の非会員の報告提案につきましては、

募集期間を2014年3月15日まで延長いたします。

（酒井啓子）

The 10th Asian Federation of Middle East Studies Associations Conference (AFMA)

AFMA Conference 2014 will be held over two days at Kyoto University ( Clock Tower) in

Kyoto, Japan, on December 13 - 14, 2014.

For further information on the conference venue please visit the following webpage:

http://www.kyoto-u.ac.jp/en

http://www.kyoto-u.ac.jp/en/clocktower/

Conference Title

De/Re-constructing Middle East Studies from Asian Perspectives: Towards the 20th anniversary

of the AFMA

Deadline for Call for Papers for JAMES members has already passed on November 15th.

For submissions of papers from other AFMA member associations, deadline is extended

until 15th March 2014.

We also accept international participation of non-AFMA members, if their subjects suit the

programme. Organising Committee will screen their proposals after the deadline of 15th March

2014.

For submission of paper, please mention

(1) Your name, current position and institutional affiliation

(2) Your AFMA membership association (CAMES, JAMES, KAMES or MAMES)
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(3) Paper title and abstract (approximately 300 words in English)

Keiko SAKAI

Board member for International exchange, JAMES

酒井啓子 Keiko SAKAI

千葉大学 Chiba University 法経学部 Faculty of Law and Economics

263-8522 千葉市稲毛区弥生町1-33

千葉大学 文・法経学部三号棟303号室

電話：043-290-2388

e-mail:keikosak@chiba-u.jp

University's address: Faculty of Law and Economics

Chiba University

1-33, Yayoi-cho, Inage-ku, Chiba-shi, Chiba, 263-8522 JAPAN

tel: (81)43-290-2388

『日本中東学会年報（AJAMES）』編集委員会報告

『日本中東学会年報（AJAMES）』編集委員会よりご報告いたします。

１．29-1号刊行のお知らせ

すでにお手元に届いていると思いますが、29-1号が8月に刊行されました。会員の

かたでまだ冊子がお手元に届いていないかたがおられましたら、事務局までご一報く

ださい。

なお、博士論文要旨で一部のかたの著者校正が行われなかったというミスが発覚しま

した。次号に正誤表を掲載予定ですが、執筆者のかたがたには、この場をお借りして、

お詫び申し上げます。

２．29-2号 現在編集作業中

29-2号に関しましては6月1日に投稿が締め切られ、7月20日に編集委員会が開催

され、特集3本（すべて英語）、論文2本（日本語1本、英語1本）、研究ノート1本

（英語）、書評1本（英語）の採用が決定しました。現在、鋭意編集作業を進めており

ます。刊行は来年1月の予定です。

３．30-1号 投稿募集中

30-1 号は 12 月 1 日締め切り予定です。期日が迫ってまいりましたので、投稿をご

検討のかたはご注意ください。
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また、AJAMESは常時、博士論文要旨の投稿を受けつけております。博士論文を執

筆したかたはぜひ投稿をご検討いただければと思います。また、身近に博士論文を執

筆したかたがいらっしゃれば、ぜひ投稿を呼びかけてください。

なお、AJAMESでは、会員のみなさまの研究成果の幅広い広報を考慮し、欧文によ

る投稿を推奨しております。論文・研究ノート・書評など、欧文による投稿をお待ち

しております。その他、英文による特集の企画がありましたら、ぜひご投稿ください。

４．本誌に関するお問い合わせ

本誌に関するお問い合わせ先、原稿投稿先は以下のとおりです。

〒104-0054 東京都中央区勝どき1-13-1 イヌイビル・カチドキ

日本エネルギー経済研究所中東研究センター 保坂修司

『日本中東学会年報』編集委員会気付

E-mail: ajames-editor @james1985.org あるいは ajames-editor@tufs.ac.jp

（保坂 修司）

故片倉もとこ会員よりのご寄付

本年2月23日に逝去された片倉もとこ会員のご遺志により、本会あてに100万円の

ご寄付をいただきました。理事会としてこれをありがたく頂戴することとし、若手研

究者の支援を目的とする「日本中東学会奨励賞基金」のなかに新たに定期預金を設定

いたしました。

（山口 昭彦）

寄贈図書

【単行本】

鹿島正裕『増補新版中東政治入門：アラブの春とその背景』第三書館、2013年。

高橋俊二『沙漠の半島：サウジアラビア紀行（歴史と風土を訪ねて）』日本サウディア

ラビア協会、2013年。

中東現代文学研究会編『中東現代文学選2012』㈱コームラ、2013年。

山本直輝『日本でイスラームの精髄を生きる－ナーブルスィーと共に』日本サウディア

ラビア協会、2013年。

Agai, Bekim, Olcay Akyıldız, and Caspar Hillebrand, eds. Venturing beyond borders - Reflections

on genre, function and boundaries in Middle Eastern travel writing. (Istanbuler Texte und

Studien 30). Würzburg: Ergon-Verlag GmbH, 2013.

Arınç, Bülent. SAM Papers (No. 8, July 2013): Human Rights and the Transformation Process in
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Turkey. The Center for Strategic Research of the Ministry of Foreign Affairs (SAM),

Turkey, 2013.

Davutoğlu, Ahmet. Vision Papers (No.6, July 2013): Turkey’s Mediation: Critical Reflections from

the Field. The Center for Strategic Research of the Ministry of Foreign Affairs (SAM), Turkey,

2013.

Nakamura, Mitsuo. The Crescent Arises over the Banyan Tree: A Study of the Muhammadiyah

Movement in a Central Javanese Town, c.1910s-2010, 2nd Enlarged Edition. Singapore:

ISEAS Publishign、2012.

Yeşiltaş, Murat, and Ali Balcı. SAM Papers (No.7, May 2013): A Dictionary of Turkish Foreign

Policy in the AK Party Era: A Conceptual Map. The Center for Strategic Research of the

Ministry of ForeignAffairs (SAM), Turkey, 2013.

【逐次刊行物】

『アジア・アフリカ言語文化研究所要覧』東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研

究所、2013年。

『明日の東洋学：東京大学東洋文化研究所付属東洋学研究情報センター報第 30 号』東

京大学東洋文化研究所付属東洋学研究情報センター、2013年。

『季刊アラブ』No. 146、日本アラブ協会、2013年。

『国立民族学博物館要覧2013』国立民族学博物館、2013年。

『総合研究大学院大学文化科学研究科地域文化学専攻比較文化学専攻要覧13』国立民族

学博物館、2013年。

『東方学会報』No. 104、東方学会、2013年。

『日本クウェイト協会報』No.230 October 2013、日本クウェイト協会、2013年。

『日本サウディアラビア協会報』No.229 September 2013、日本サウディアラビア協会、

2013年。
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会員の異動

【新入会員】

井藤 聖子

井上 貴恵

片山 能輔

鈴木 慶考

南部 真喜子

山中 達也

山本 沙希

Esta Tina Ottman

【所属先･連絡先の変更】

大塚 修

小笠原 弘幸

勝畑 冬実

幸加木 文

高尾 賢一郎

高橋 弘司

竹内 ゆかり

福富 満久

名簿掲載事項の修正

先般配布致しました2013年度～2014年度会員名簿に以下のような誤りがありまし

た。誤表記等に関して関係者の方々に深くお詫び申し上げるとともに、会員の皆様に

おかれましては修正方、宜しくお願い致します。
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【正誤表】

該当箇所 誤表記 正表記

p.8：奥野克己会員の住所

の一部および所属

p.38：横山隆広会員の名

前
横山 隆弘 横山 隆広

事務局より

11月中に発行予定でしたが、事務局側の事情により発行が遅くなってしましました

ことを、お詫びします。

10月は、韓国中東学会への参加や松山での公開講演会など、中東学会にとって行事

の多い月でしたが、いずれも有意義な成果を上げることができました。とくに、公開

講演会では150人もの聴衆を集めることができ、大成功であったと思います。報告者

の齋藤剛会員と守川知子会員はもとより、講演会を取り仕切ってくださった小松久男

会員に厚くお礼申し上げます。

（山口 昭彦）

編集後記

本号では、イスラーム地域研究ラホール会議やKAMESシンポジウムのご報告、な

らびに来たるべきWOCMESやAFMAのご案内と、国際会議に関わる記事が目白押し

で、国際的な活動の活発さが浮き彫りになったように思います。なかでも、それらの

場での若い世代の躍進が印象的でした。次号では、いよいよ第30回記念年次大会のプ

ログラムを掲載予定です。次期大会でも、若い世代による研究成果が多くみられると

期待しています。

（松本弘）
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会費納入のお願い

本会は会費前納制をとっております。会費に未納がある方は､本号のニューズレターに

郵便振替払込用紙が同封されておりますのでご利用ください。納入済の年度がお分かり

にならない場合は、事務局まで気軽にお尋ねください。AJAMESに未送付分がある場

合は､2012年度以前の未納分会費の払込確認後お送りいたします。会費納入率は低い状

態が続いており、学会事務局の運営にも支障を来しかねない状況です。是非ともご協力

いただきますよう宜しくお願い申し上げます。

日本中東学会ニューズレター 第133号

発行日 2013年 12月 8日

発行所 日本中東学会事務局
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